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研究成果の概要（和文）：　本研究は，日本産古生代腕足類化石の新種記載において指定された，模式標本のデータベ
ースを構築することを目的として実施された．生物の種の学名は国際的なものであり，学名の基準となる模式標本（タ
イプ標本；type specimen）を指定することが定められている．生物種の基礎情報である模式標本の情報を，容易に取
得することができる手段として提供される本データベースは，古生物地理学的研究を通じ，日本列島の構造発達史を解
明する上で重要な資料となる．本データベースは，極めて高い学術的な価値を有し，今後の研究進展に対して大きく貢
献することが期待されるものである．

研究成果の概要（英文）：This study was conducted for the purpose of constructing the database of Japanese 
fossil type specimens of Paleozoic Brachiopoda. Scientific name is internationally important. Authors 
indicate type specimen, when propose new species. This database provide a means capable of obtaining the 
information of type specimens easily. Through paleobiogeographic research, this database propose an 
important material in order to elucidate the geologic history of the Japanese islands. This database has 
a very high academic value, are those expected to contribute greatly for the future research 
developments.

研究分野：層位・古生物学
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１．研究開始当初の背景 

(1) 化石を含む生物の種の学名は，それを新

たに記載・提唱する際に，模式標本（タイプ

標本；type specimen）を指定することが国

際動物命名規約や国際植物命名規約などに

よって定められている．生物の学名は国際的

なものであり，その基準となる模式標本は唯

一無二の存在である．それゆえ，模式標本（ホ

ロタイプのほか，パラタイプなども含む）は，

学術的に非常に重要なものとして位置づけ

られる．模式標本の情報に関しては，本来そ

れが最初に記載された論文をひとつずつあ

たらなければならないが，ある生物分類群を

総括する場合や，多岐にわたる分類群を横断

して取り扱う場合に，それぞれの論文を参照

することは多大な労力を要する．生物種の基

礎情報である模式標本の情報を，多大な労力

や時間をかけずに取得することができる手

段が提供されるならば，その学術的な価値お

よび貢献の度合いは極めて高い． 

 

(2) このような目的を実現するため，日本古

生物学会は「二十世紀に記載された日本産化

石の模式標本のデータベース（The database 

of Japanese fossil type specimens 

described during the 20th Century）」を構

築し，日本古生物学会特別号として出版した

（Ikeya, Hirano and Ogasawara eds., 2001

①; 2002②; 2003③; 2004④）．研究代表者は，

さらに利便性を高めるため，産業技術総合研

究所においてこのデータを加工し，インター

ネットを通じてウェブブラウザで検索でき

るよう，レコード数 18000 件以上となるデー

タベース「二十世紀に記載された日本産化石

の模式標本のデータベース（Web 版）」を無償

公開した．このデータベースは英文で構築さ

れており，国際的な貢献も果たしていると言

える．このデータベースの当初計画に含まれ

ていた分類群の中には未済録のものがあり，

その完成が望まれるところであった． 

 

２．研究の目的 

(1) 本課題の「日本産古生代腕足類化石模式

標本データベース」は，上記データベースに

未だ採録されていない分類群を追加するこ

とを目的とする．これによりデータベース全

体の有用性が上がり，より学術的価値の高い

ものとして認知されることになると期待で

きる．すなわち，本研究は，日本産古生代腕

足類化石の新種記載において指定された，模

式標本のデータベースを構築する． 

 

(2) 古生代腕足類化石は，古生物地理学的研

究において重要な情報をもたらすもので，日

本列島の構造発達史を解明する上でなくて

はならない資料である．それらの種名の基礎

となる模式標本のデータベースを構築し，こ

のような研究課題の高効率化を将来にわた

って支援することを目的とする．これは，分

類学や古生物学研究史の分野においても重

要な情報を提供できると考えられる． 

 

３．研究の方法 

(1) これまでに新種として記載された日本

産古生代腕足類化石は，およそ 150 種にのぼ

り，それらは多数の著者により様々な学術誌

で公表され，標本の所蔵研究機関も多岐にわ

たる．本研究では，まず，新種が記載された

論文の書誌情報を収集し，そこから古生代腕

足類化石の模式標本の情報を抽出，データ化

することを手がける．この後，標本が保管管

理されている研究機関において実標本の所

在を直接確認し，上記データの補完・修正を

行う．このようにして，模式標本情報のデー

タの信頼性を高め，高度化をはかる． 

 

(2) 本研究では，研究機関に保管されている

標本を他種と比較しながら再研究すること

により，情報の高度化をはかることをめざし

ている．これは，標本を永続的に保管管理す



る意義を広く認知させることにつながり，各

研究機関におけるキュレーティングの重要

性を再確認する契機となり得る． 

 

４．研究成果 

(1) 本研究は，日本産古生代腕足類化石の新

種記載において指定された，模式標本のデー

タベースを構築することを目的として実施

された．生物種の基礎情報である模式標本の

情報を，容易に取得することができる手段と

して提供される本データベースは，研究の初

期的な準備時間を大幅に短縮することに寄

与するものである．また，化石の模式標本情

報は，古生物地理学的研究を通じ，日本列島

の構造発達史を解明する上で重要な資料と

なる．本データベースは，極めて高い学術的

な価値を有し，今後の研究進展に対して大き

く貢献することが期待される．今後，本デー

タベースを日本古生物学会の出版物として

印刷公表した後，インターネットを通じてウ

ェブブラウザで検索できる「二十世紀に記載

された日本産化石の模式標本のデータベー

ス（Web 版）；The database of Japanese fossil 

type specimens described during the 20th 

Century (Web Version)」 

<https://gbank.gsj.jp/FossilType/> に デ

ータを追加する． 

 

(2) 本研究の文献調査によって，これまでに

日本産古生代腕足類化石は，新種および新属

計 194 タクサが提唱され，597 個の模式標本

が記載されたことがわかった．このうち，研

究期間中に研究分担者（田澤）によって，10

新種，53 個の模式標本が記載された． 

 

(3) 本研究を進める過程で，標本が保存され

ている研究機関においてタイプ標本の状況

を調査した．その結果，6 大学に登録されて

いるタイプ標本 92 種 548 標本のうち，66 種

425 標本（種数 71.7％，標本数 77.6％）を確

認した．しかし，それら以外は，所在が確認

できなかった．また，新種記載時に登録番号

が付与されなかったために，現在ではその所

在の手がかりすら見あたらないタイプ標本

が数十個あることが判明した．さらに，タイ

プ標本が指定されなかった例もみられた．タ

イプ標本は，いうまでもなく種の基準となる

重要な標本であり，標本の比較・同定のため

になくてはならないものである．このような

調査のとりまとめにより，タイプ標本の登録

と保管のあり方について，よりよい環境を整

備するための議論が，古生物学・動物学・植

物学などの幅広い研究分野を通じて必要で

あることが示されたと言える． 
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